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善される．今回われわれは，拡張療法前後の食

道内圧の変化を中心に，拡張療法の有効性につ

いて検討した．

緒 目

アカラシアは臓下困難を主症状とする機能的

疾患であり，原因は下部食道括約筋を支配する

神経系の異常と推定されているが，障害部位を

含めその詳細はなおよくわかっていない（Cas、

selaeta1.,1964)．メカニズムは不明であるが，

ニュウモダイレーターを用いた噴門拡張療法が

有効（Vantrappeneta1.,1980,Ｆｅｌｌｏｗｓｅｔａ1.,

1983,Lishmanseta1.,1982）で，職下困難は改

対象と方法

1988年４月より1990年３月までの２年間に

当科に入院加療した５例のアカラシア患者を対

象とした.年齢は45-52歳,女性４例,男性１例

で全例嚇下困難を主訴とした．治療はＸ線透視

下に径20-40ｍｍのpneumaticbagを使用し，
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